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析に よる と，土石 流 が流域外 まで流 下 した流域 の 下 限値 を決める閾値が存在する こ とが 明 らか

に な っ た．こ の 閾値は花崗岩斜面の 土 石 流 （2009 年防府災害）に お ける閾値 よ りも大 きい こ

とか ら，今回の 土石流流下は流域面積や起伏比が比較的大 きな流域 に限定され て い た ことが わ

か っ た ．
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P13 ． 2012 年台風 12 号に よる崩壊発生の初期過程の検討 と位置予測の 可能性 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 齊藤隆志 （京都大）
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，
　Typhoon 　No ．12 ，

　Nara 　PrefectUre

　2011 年 9 月 1 日か ら 5 日に，四 国
・
中国地 方を縦 断した台風 12 号は，記録的な降雨に よ っ

て 紀伊半 島各地 に 洪水災害 と大規模 な崩壊災害を発生 さ せ た，こ の 大規模 な崩壊 につ い て，

そ の 発生の 初期過程 の検討 と位置予測の 可能性に つ い て 検討 をお こ な っ た ．崩壊 は現象の 様式

か ら，地す べ り性崩壊 （小出 ，1955） とする こ とが可 能で ある．GIS上 で ，国土地理 院に よ り

公開 され て い る 5mDEM を用 い た地形解析結果，防災科研公開 の 地す べ り分布図，現 象の 前

後で の オ ル ソ 空中写真などを重ね合わせ ．比較す る手法を用 い た ，また，時期の 異な る 空中写

真の 判読か ら．崩壊発生箇所周辺の 経時的地 形変化 を抽 出する こ とを試み た．崩壊が発生 し

た赤谷 と長殿 の 斜面 で は ，斜面 下部の 斜面内を流 下す る支流が合流する部分に 地すべ りあるい

は小崩壊部が 存在 し，そ の 部分 が時間的に拡大 して い る こ とが明 らか にな っ た ．また ，流域内

の 各支流 の 縦 断形 の 比較で は ，不安定 な土 塊が存在す る箇所の 特定が 可 能となる こ とが 明 ら

か に な っ た．
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P14 ． 2009 年防府市土 石流災害における表層崩壊地の集水面積 と傾斜の関係

　　　　　　　　　 山下久美子 （筑波大 ・ 院）・八 反地　剛 （筑波大）・
田中　靖 （駒沢大）・

　　　　　　　　　　　　　　　 土志田正二 （防災科学技術研）・柳場 さつ き （駒沢大 ・院）
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　Tsuyoshi 　HATrANJI ，

　Yasushi 　TANAKA
，
　Shoji　DOSHIDA 　and

Satsuki　YANAGIBA ：　Area −slope 　relationship 　fbr　shallow 　landslides　in　debris　flow　hazard

in　HofU　city ，
　Yamagtichi 　PrefectUre

，
　Japan

　本研 究で は ，崩壊前後に取得 され た LiDAR デ ータ と，土質試験 結果 を用 い て ，2009年中国 ・

九州北 部豪雨 に よっ て 表層崩壊が 発生 した，山口県防府市剣川流域 にお ける崩壊地 の 集水面積

と傾斜 の 関係 及び崩壊発生 限 界雨量 を検討する こ とを目的と した．方法 として は ，崩壊前後の

HDAR デ
ータ か ら標高差分値 を算出 し，崩壊域の 判定，崩壊 幅 （b）及 び傾斜を計測 した．ま

た，隣接する メ ッ シ ュ か ら下 向き勾配が最 大となる メ ッ シ ュ を算 出 し，集水域 を累積 して い く

D −lnfinity法を用 い て ，崩壊 地 に お け る集水而積 （a ）を計算 した．解析に は SHA皿 AB モ デ

ル を用 い ，崩壊 に 必要 な有効降水量 （q＞を検討 し，各崩壊 地 の a と b を求め た，解析に 必要

な透水量係数 飽和単位体積重量 及 びせ ん 断抵抗角は，土 質試験の 結果を使用 した．今回の 調

査流域 で は崩壊地 の 特徴か ら，源頭部 ・十石流 脇 ・斜面 脚 部 ・特殊な崩壊の 4 つ に 分類で き，

傾斜が急 に な る と a／bが 減少す る傾向が 見 られ た．また，源頭部 ・土石流脇で は集水面積が ，

斜面脚部で は傾 斜が崩壊 の 素因 と して 強 い 影響を 及ぼ して い た ．さ らに，SHALsrrAB モ デ ル

か ら q を求めた と こ ろ ，q ＝5mm ／h に お い て 大半の 崩壊地 が不安定斜面 と判定 され た，
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